
日
本
遺
産
に
連
な
る

百
万
都
市
江
戸
を
支
え
た
江
戸
近
郊
の
四
つ
の
代
表
的
町
並
み
群

佐藤尚中誕生地
　下総国小見川出身の佐藤尚
中（山口舜

しゅん
海
かい
）は、東京に順

天堂医院を設立するなど、日
本近代医学の中心人物。

香取神宮（本殿、楼門、旧拝殿、神庫、神徳館
表門、香雲閣、拝殿、幣殿、神

しん
餞
せん
所、神宝類）

　古代より、この地に鎮座し崇敬される香取神
宮。江戸期、東国三社詣が人気を博した。

香取市佐原伝統的建造物群保存地区
　利根川筋の代表的な河岸として、
江戸への荷の集積地の役割を担い栄
えた商業都市の町並み。

佐原の山車行事
　豊かな経済力を背景に江戸文化と
交流を深め発展してきた祭り。

津宮河岸の常夜燈
　津宮鳥居河岸は、かつて香
取神宮への表参道口だった。
ここに燈台の役目として建て
られた利根川筋最古の常夜燈。

伊能忠敬旧宅
　佐原村本宿組の名主を務め、酒造業や
米穀売買などを家業としていた家。

伊能忠敬関係資料
　伊能三郎右衛門家の10代目伊能忠敬
は、名主として佐原の繁栄に尽力。その
後全国の測量を行い、初めて精巧な日本
地図を完成させた。

日
本
遺
産
認
定
ス
ト
ー
リ
ー

　「
江
戸
を
感
じ
る
北
総
の
町
並
み
」に

　
登
場
す
る
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
！

日
本
遺
産
認
定
証
の
交
付

　
7
月
1
日
、
文
化
庁
な
ど
が
主

催
す
る
日
本
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
が
岐

阜
県
で
開
催
さ
れ
、
香
取
市
は
認

定
団
体
と
し
て
参
加
し
ま
す
。
サ

ミ
ッ
ト
で
は
日
本
遺
産
認
定
証
が

交
付
さ
れ
、
現
在
37
件
と
な
っ
た

日
本
遺
産
の
一
つ
に
加
わ
り
ま
す
。

　
今
回
、
日
本
遺
産
に
連
な
る
こ

と
で
、
佐
原
を
起
点
に
市
全
体
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
得

ま
し
た
。
国
内
外
か
ら
注
目
が
集

ま
る
中
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
言
葉

で
地
元
の
良
さ
を
伝
え
、
地
域
を

元
気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

4
月
25
日
、
佐
倉
市
、
成
田
市
、
香
取
市
、

銚
子
市
を
舞
台
と
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
「
北
総
四

都
市
江
戸
紀
行
・
江
戸
を
感
じ
る
北
総
の
町
並

み
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
遺
産
と
は
、
文
化
庁
が
認
定
す
る
我
が

国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
、
つ
ま

り
物
語
な
の
で
す
。
特
定
の
文
化
財
を
指
し
て

評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
今
回
の
場
合
、
江
戸

を
感
じ
る
町
並
み
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
有

形
や
無
形
の
文
化
財
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

北
総
四
都
市
の
ス
ト
ー
リ
ー

　
北
総
地
域
は
、
江
戸
に
続
く
利

根
川
と
街
道
を
利
用
し
て
東
国
の

物
資
を
供
給
し
、
百
万
都
市
江
戸

の
暮
ら
し
を
支
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
江
戸
と
の
盛
ん
な
人
と

物
の
交
流
に
よ
り
、
城
下
町
佐
倉
、

門
前
町
成
田
、
河
港
商
業
都
市
そ

し
て
香
取
神
宮
参
道
の
起
点
と

な
っ
た
佐
原
、
港
町
銚
子
と
い
う

4
つ
の
特
色
あ
る
都
市
に
発
展
し

ま
し
た
。

ス
ト
ー
リ
ー
の
一
角
を
構
成
す
る

佐
原
の
物
語

　
「
お
江
戸
見
た
け
り
ゃ
佐
原
へ

ご
ざ
れ
佐
原
本
町
江
戸
優
り
」
と

は
江
戸
を
引
き
合
い
に
佐
原
の
に

ぎ
わ
い
を
表
し
た
俗
謡
で
、
江
戸

時
代
の
佐
原
の
繁
栄
が
う
か
が
え

ま
す
。
小
野
川
筋
と
香
取
街
道
沿

い
の
商
家
や
醸
造
蔵
な
ど
の
町
並

み
は
こ
の
頃
に
は
す
で
に
形
成
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
繁
栄

を
支
え
た
の
が
水
運
で
す
。
佐
原

は
下
利
根
随
一
の
河
岸
と
し
て
発

展
し
、
東
北
地
方
や
江
戸
と
強
く

結
び
つ
き
、
物
資
や
人
が
行
き
交

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
下
総
国
一
の
宮
と
し
て
古
代
か

ら
鎮
座
す
る
香
取
神
宮
は
、
江
戸

後
期
に
な
る
と
木
下
河
岸
（
印
西

市
）
を
経
由
し
た
香
取
神
宮
・
鹿

島
神
宮
・
息
栖
神
社
の
舟
運
に
よ

る
三
社
詣
が
人
気
と
な
り
、
信
仰

だ
け
で
な
く
行
楽
地
と
し
て
旅
人

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

の
中
に
は
、
松
尾
芭
蕉
、
小
林
一

茶
、
渡
邉
崋か

山ざ
ん

な
ど
の
文
人
墨
客

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
水
運
の
隆
盛
は
、
地
域
の
経
済

力
を
高
め
た
だ
け
で
な
く
、
江
戸

と
の
文
化
的
な
交
流
も
深
め
、
そ

れ
に
刺
激
を
受
け
て
地
域
文
化
も

醸
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

多
く
の
文
化
人
を
輩
出
し
ま
し
た
。

か
の
伊
能
忠
敬
、
和
学
者
の
楫か

取と
り

魚な

彦ひ
こ

、
儒
学
者
で
忠
敬
と
親
交
の

深
か
っ
た
久
保
木
清せ

い
え
ん淵

、
下
総
の

地
誌
を
著
し
た
清
宮
秀
堅
、
そ
し

て
順
天
堂
医
院
（
の
ち
の
順
天
堂

大
学
）
を
創
始
し
た
佐
藤
尚た

か
な
か中
な

ど
が
い
ま
す
。
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